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ＣＴにおける被ばく線量の定義 

CTDI 

 

DLP 

 

実効線量（E） 

 



CTDIの種類 
 CTDI 

  ・・・１ｃｍ、１スライスあたりの総照射線量。 

 

 CTDIw 

  ・・・真ん中と外側のCTDIを両者の重み加算平均
（重み１／３と２／３）したもの。 

 

 CTDIVol 

  ・・・CTDIwにヘリカルピッチ(p)を考慮したもの。 

 

 
 



CTDIの定義 

               ｎ：１回転あたりのスライスの数 

               ｔ：公称スライス厚 

             D(ｚ)：Z軸に沿った線量分布 

 

CTDIの単位は吸収線量と同じくGyが用いられる。 



CTDIの定義 

                



DLPの定義 

複数のスキャングループからのCTDIを加算するこ
とによりTotalのDLPが得られる。 

DLPの単位はｍGy・ｃｍが用いられる。 



実効線量（E）の定義 
  実効線量は身体の臓器ごとの被ばく線量を、
臓器ごとに定められた組織加重係数で乗じ
て合計したもの。 

 

   Wt：臓器Tの組織加重係数 

Ht：臓器Tの線量当量 

実効線量の単位はSvが用いられる。 



実効線量（E）の定義 
  DLPに撮影部位特定の変換係数（K）を用いて実
行線量を推定することが可能。 

各部位ごとの変換係数を表に示す。 
Region of body ｋ（ｍＳｖ＊ｍＧｙ<-1>＊ｃｍ<-1>） 

0year 1year 5year 10year Aduｌt 

Head and Neck 0.013 0.0085 0.0057 0.0042 0.0031 

Head 0.011 0.0067 0.004 0.0032 0.0021 

Neck 0.017 0.012 0.011 0.0079 0.0059 

Chest 0.039 0.026 0.018 0.013 0.014 

Abdomen ＆ Pelvis 0.049 0.03 0.02 0.015 0.015 

Trunk 0.044 0.028 0.019 0.014 0.015 



AIDR３D 
  AIDR３D（Adaptive Iterative Dose 

Reduction）は被ばく低減と高画質を両立する
技術。純生データ上でスキャナーモデル、統計学
的ノイズモデルを考慮して、ストリーク低減処理
を行う。さらにアナトミカルモデルを用い、画像
再構成ドメインの中でノイズ成分のみを抽出して
繰り返し除去する。オリジナルデータと組み合わ
せることでSN比を向上させつつ質感を維持した
画像を作成する。 



ＣＴの被ばく線量と画質に影響する因子 

 被検者の体格 

 被検者のポジショニング 

 管電流 

 管電圧 

 スライス厚 

 スライス数 

 ヘリカルピッチ 

 画像再構成関数 

 画像フィルタ 

 Ｘ線濾過フィルタ 

 Ｘ線検出効率 

 Ｘ線ビーム成形フィルタ 

 放射線感受性 

 低コントラスト分解能 

 SD 
 Ｘ線量 

 画質ファクタ 

 オーバービーミング 

 オーバーレンジング 

 AIDR3D（VolumeEC） 
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AIDR３Dの効果 
 AIDR３Dの設定値として 

 

   ・OFF 

   ・Wｅｅｋ （２５％） 

   ・Mｉｌｄ  （５０％） 

   ・SＴＤ  （７５％） 

   ・ＳＴＲ  （７５％） 



AIDR３Dの効果 
 ＡＩＤＲ３Ｄの設定値ごとに実際にどの程度の線量低
減効果が得られるのか18ｃｍ、24ｃｍ、32ｃｍファン
トムでそれぞれテストスキャンを行った。 

 

  【撮影条件】 
  管電圧：１２０Ｋｖ 
  管電流：ＶｏｌｕｍｅＥＣ（ＭＡＸ６００mA） 
  ヘリカルピッチ：53 

  設定ＳＤ値：８ 

  再構成関数：ＦＣ03（腹部プリセット値） 



AIDR３Dの効果 
スキャン結果のＤＬＰを表に示す。 

AIDR3D DLP OFFとの比 DLP OFFとの比 DLP OFFとの比
OFF 198.8 1.000 337.7 1.000 372.1 1.000

WEEK 92.5 0.465 206.5 0.611 372.1 1.000
MILD 61.4 0.309 166.8 0.494 372.1 1.000
STD 36.2 0.182 84.6 0.251 333.7 0.897
STR 36.2 0.182 84.6 0.251 333.7 0.897

18ｃｍファントム 24ｃｍファントム 32ｃｍファントム



AIDR３Dの効果 
各ファントムでの線量低減率 

AIDR3D DLP 線量低減率 DLP 線量低減率 DLP 線量低減率
OFF 198.8 337.7 372.1

WEEK 92.5 53.5 206.5 38.9 372.1 0.0
MILD 61.4 69.1 166.8 50.6 372.1 0.0
STD 36.2 81.8 84.6 74.9 333.7 10.3
STR 36.2 81.8 84.6 74.9 333.7 10.3

18ｃｍファントム 24ｃｍファントム 32ｃｍファントム



AIDR３Dの効果 
スキャン結果のＤＬＰをグラフに示す。 
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画像再構成関数による線量の変化 
AquｉｌｌｉｏｎＣＸＬの再構成関数一覧を示す。 

 



画像再構成関数による線量の変化 



画像再構成関数による線量の変化 

 再構成関数を変化させスキャンを行った。 

 

【撮影条件】 
  ファントム：１６ｃｍ 

  管電圧：１２０Ｋｖ 
  管電流：ＶｏｌｕｍｅＥＣ（ＭＡＸ６００mA） 
  ヘリカルピッチ：53 

  ＡＩＤＲ３Ｄ：ＯＦＦ 

  設定ＳＤ値：８ 

   



画像再構成関数による線量の変化 

スキャン結果のＤＬＰを表に示す。 

再構成関数 CTDI DLP
FC1 18.7 221.1
FC11 19.1 225.1
FC7 20.5 242.3
FC17 21 247.6
FC3 22.8 268.8
FC13 23.4 276.7
FC9 30.7 362.9
FC5 31.5 372.1
FC15 31.5 372.1
FC19 31.5 372.1

スムーズ 

シャープ 



SD値変化による線量の変化 

 設定ＳＤの値を７～１１まで０．５間隔で変化させス
キャンを行った。 

 

【撮影条件】 
  ファントム：１６ｃｍ 

  管電圧：１２０Ｋｖ 
  管電流：ＶｏｌｕｍｅＥＣ（ＭＡＸ６００mA） 
  ヘリカルピッチ：53 

  ＡＩＤＲ３Ｄ：ＯＦＦ 

  再構成関数：ＦＣ03（腹部プリセット値） 



SD値変化による線量の変化 

スキャン結果のＤＬＰを表に示す。 

SD値 CTDI DLP
7 26.1 308.5

7.5 24.2 286
8 22.8 268.8

8.5 22 259.5
9 21.3 251.6

9.5 20.6 243.6
10 20.2 238.3

10.5 19.7 233
11 19.3 227.7
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SD値変化による線量の変化 

スキャン結果のＤＬＰをグラフに示す。 
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実際に行った設定変更 
２０１３年１月～稼動開始 
撮影条件： 
管電圧：１２０ｋｖ 管電流：VolumeEC（自動設定） 
HP：５３ AIDR：MILD 再構成関数：FC14 SD値：８ 
２０１３年３月２９日～ 
再構成関数をFC１７に変更 
２０１３年５月９日～ 
SD設定値を１０に変更 
２０１３年５月２１日～ 
SD設定値を９．５、再構成関数をFC１１に変更 
２０１３年６月１０日～ 
スキャノ撮影条件 
頭部50mA→10mA、体幹部30mA→10mAに変更 



統計 

対象期間のDLPの平均値を表に示す。 

 

 

 

 

  稼動開始時と比較すると現在の撮影条件で
は４割程度の線量低減に成功した。 

 

対象期間 DLP（平均値）ｍGｙ・cm 実効線量（平均値）mSv
1月～３月２８日 1014.85 15.2

３月２９日～５月８日 924.08 13.9
５月９～５月２０日 530.97 8.0

５月２１日～６月１０日 639.67 9.6



今後の課題 

  今回は被ばく線量をメインに考えて撮
影条件の変更を行った。画質についても
目視による評価はしているが、物理的な
評価は行っていない。今後物理的評価
（ＭＴＦ、ＰＳＦ、ＮＰＳ、実行スライス厚の
測定など）を行い、さらに適正な被ばく
線量と画質が得られるよう設定の検討
を行っていく。 



まとめ 

ＡＩＤＲ３Ｄの特性として、高線量域
においてはあまり効果が得られない。 

撮影条件の変更により、個人差はあ

るが被ばく線量を約４割程度低減
することに成功した。 

今後はＣＴ画像の物理評価も行い、
より質の高いＣＴ検査を目指してい
きたい。 

 



おまけ 
２０１０年インターネットアンケートによる各施設の平

均のCTDI 
   有効回答施設  
    212施設（国公立病院：58、私立大学：8、国

公立大学：6、日赤：9、社保：7、労災：4、その
他：120） 

  １）頭部CT撮影 
   ・スキャンモード 
    コンベンショナルスキャン 85.8％  
    ／ ヘリカルスキャン 14.2％ 
   ・CTDIvol値 
    平均値 91.7mGy（15.8mGy-369.0mGy）  
  ２）胸部CT撮影 
   ・CTDIvol値 
    平均値 15.2mGy（0.7mGy-37.20mGy）  
  ３）腹部CT撮影 
   ・CTDIvol値 
    平均値 20.0mGy（5.0mGy-64.4mGy）   

 

 当院で行うCT検査のおよその実効線量（平均値） 
   
 
    １）頭部 
    ＣＴＤＩvol：64.8mGy  ＤＬＰ：1180.4 実効線量：

2.5mSv 
  ２）胸部 
  ＣＴＤＩvol：10.6mGy  ＤＬＰ：385.2 実効線量：5.5mSv 
  ３）腹部 
  ＣＴＤＩvol：11.6mGy  ＤＬＰ：798.5 実効線量：

12.0mSv 
     
 


